




1 国立国会図書館月報 719号 2021.3

�° �ã�T�×�«�Ê�ˆ	Û�±
�•�Ð�•�Ê
ú�w�¦ �” �ç�µ�»�” �ù
“

鈴 木 加 成 太

� � � q � � � q 
 $ 	 { � � � w � � 	 { � T � ’

　

今
日
で
は
、
ゆ
る
い
デ
ザ
イ
ン
の
ご
当
地
マ
ス

コ
ッ
ト
や
ア
ニ
メ
風
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
ロ
ー
カ
ル

ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
が
地
域
の
ア
ピ
ー
ル
に
奔
走
し
て
い

ま
す
。
名
物
に
手
足
を
付
け
た
り
、
ゆ
か
り
の
衣
装

を
身
に
付
け
た
り
し
た
だ
け
の
見
た
目
が
ス
ト
レ
ー

ト
す
ぎ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
は
、
そ
の
ス
ト
レ
ー

ト
さ
ゆ
え
に
、
馴
染
み
の
な
い
土
地
も
親
し
く
身
近

に
感
じ
さ
せ
る
不
思
議
な
魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
『
荏え

ど土
自じ
ま
ん慢
名め
い
さ
ん産
杖づ
ゑ

』
は
、
今

か
ら
２
０
０
年
ほ
ど
前
の
東
京
、
つ
ま
り
江
戸
で
刊

行
さ
れ
た
３
冊
15
丁
（
30
ペ
ー
ジ
）
の
短
い
絵
入
り

読
み
物
で
、
こ
の
中
で
は
江
戸
の
名
産
品
が
「
擬
人

化
」
さ
れ
て
登
場
し
、
一
幕
の
物
語
を
演
じ
ま
す
。
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山東京傳 作　豊國（歌川豊国（1世）） 画　文化2［1805］　
1冊 ; 19cm　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10301010

1 丁裏、2 丁表。江戸名物の長・「江戸川の鯉」（左奥）とその
家臣たち。鯉の頭上には江戸川名物の鯉が、妻の「白魚御前」
の頭上には佃名物の白魚が、忠臣「楊枝之介房長・九郎干海苔」
兄弟の頭上には浅草名物の楊枝と干し海苔が、のちに敵となる

「狐兵衛ばけやす」の頭上には王子土産の狐の人形が、奥家老「粟
餅右衛門」の頭上には目黒名物の粟餅が……といった具合に、
江戸の名産品が「擬人化」されて描かれる。刺身を作る盥とま
な板の上に鯉が堂々と腰かけているのも面白い。
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本
作
に
は
、
初
鰹
や
江
戸
前
鰻
の
蒲
焼
、
都
鳥
、

練
馬
大
根
な
ど
今
日
ま
で
伝
わ
る
江
戸
の
ア
イ
コ
ン

か
ら
、「
最
中
の
月
」
や
堅
巻
煎
餅
と
い
っ
た
吉
原

の
名
菓
、
浅
草
楊
枝
や
伊
皿
子
麩
な
ど
現
代
に
は
な

い
名
物
ま
で
、
実
に
約
50
種
類
も
の
名
産
品
が
登
場

し
ま
す
。

　

頭
上
に
た
だ
実
物
を
載
せ
た
だ
け
の
登
場
人
物
の

姿
を
眺
め
る
だ
け
で
も
十
分
楽
し
め
ま
す
が
、
一
つ

一
つ
の
場
面
に
も
、
江
戸
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
し
っ
か

り
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
実
在
の
歌

舞
伎
役
者
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
さ
れ
る
登
場
人
物
た

ち
の
個
性
的
な
容
貌
（
上
画
像
参
照
）
や
、
人
気
歌

舞
伎
演
目
の
名
シ
ー
ン
の
パ
ロ
デ
ィ
（
４
ペ
ー
ジ
参

照
）
は
、
一
級
の
花
形
文
化
が
日
常
に
溶
け
込
ん
で

い
た
江
戸
の
町
の
活
気
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

名
産
品
に
ち
な
ん
だ
語
を
繰
り
出
す
言
葉
遊
び
や
、

真
剣
な
場
面
に
も
ち
ゃ
っ
か
り
顔
を
出
す
笑
い
に

は
、
か
ら
り
と
元
気
で
調
子
の
よ
い
江
戸
っ
子
た
ち

の
性
格
も
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
奇
想
と
軽
い
お
か
し
み
を
基
調
と
し

た
短
い
絵
入
り
読
み
物
は
「
黄
表
紙
」
と
称
さ
れ
て

お
り
、
江
戸
固
有
の
文
芸
と
し
て
爆
発
的
な
人
気
を

博
し
ま
し
た
。
本
作
の
作
者
の
山さ

ん
と
う東
京き
ょ
う
で
ん
伝
（
１
７
６
１

‐
１
８
１
６
）
も
、
洗
練
さ
れ
た
言
語
遊
戯
と
柔
軟
な

発
想
、
鋭
い
観
察
眼
を
活
か
し
、
黄
表
紙
を
は
じ
め

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
傑
作
を
著
し
た
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
一
人
で
す
。

　物語の舞台は、江戸の名産品が人間の姿で暮らす
世界。江戸名物の長である「江戸川の鯉」の一人娘
「餅花姫」（目黒不動尊名物の餅花）は、密かに思い
合う「業平蜆之介」（亀戸名物の業平蜆）との仲（A）
が露見し、処罰されそうになったところを辛くも逃
れるが、二人の仲に嫉妬する「狐兵衛ばけやす」（王
子稲荷の土産物）は、餅花姫を奪い取ろうと次々に
追っ手を差し向ける。狐兵衛ばけやすはその一方で
江戸名物の長の座を狙う「初鰹」（B）に近付き、初
鰹を担いで鯉の家ごと乗っ取ろうと謀略をめぐらせ
る。
　幾度も窮地に立たされる餅花姫と蜆之介だった
が、頼もしい味方（C）や鯉の重臣と家族たち（D）
などに助けられて切り抜ける。また、初鰹の野望は
次第に人の知るところとなり、「江戸紫」（江戸で染
めた紫の染めもの）に追及される。
　ついに鯉と初鰹の全面対決の火ぶたが切られよう
としていたところ、江戸名物の新顔の福助人形が「花
のお江戸の名物に優劣はつけられない」と双方をな
だめたため、鯉と初鰹は和睦、狐兵衛ばけやすの悪
だくみは不問となり、餅花姫と蜆之介は結婚を認め
られてめでたく幕となる。

（下）２丁裏。餅花姫と蜆之介
の密会を狐兵衛ばけやすが覗き
見ている場面。蜆之介（手前右）
には美男子で知られた沢村源之
助（四代目沢村宗十郎） が擬さ
れている。

（左）「瀬川路三郎・沢村源之助」
豊國 画
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1312682

本書のあらすじ

A

♥

♥

餅花姫 蜆之介

狐兵衛ばけやす

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312682
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312682


3 国立国会図書館月報 719号 2021.3

（右）６丁表。初鰹（左奥）とその家来たち。
家来の名は「からし味噌八」（右奥）、「大
根おろ四郎」（右中）、「わさびおろし」（右
手前）となっており、当時はからし味噌
や大根おろし、わさびで鰹を食していた
ことがわかる。大志に燃える初鰹いわく

「花鰹咲かせるぞ」。
（左）11 丁表。餅花姫の行方を探す「寒

紅梅」と「福寿草」（鯉の重臣の家族）は、
植木屋で踊り手に扮して情報収集をす
る。客席に並んでいるのはかぼちゃ……
ではなく、砂村（現在の東京都江東区北
砂・東砂・南砂の一帯）名物のすいかと
冬瓜。

4 丁裏、5 丁表。狐兵衛ばけやすの手下たちを「江戸前大蒲焼」（江戸前鰻の蒲焼）が返り討ちにする場面。
その戦いぶりは鰻尽くしで描写される。
放し鰻（供養のために鰻を買って川へ放す風習）というように放してはつかんで投げ、八つ目鰻の名にも
ある「目」つぶしを食らわせ、大串が来ようと小串が来ようと終始(すじ)夢中（始めから終わりまで熱中
して行うこと。「終始」と背にすじ模様がある「筋」鰻をかける）で戦い、長焼きだろうと白焼きだろうと
お望みしだいと立ち回り……山椒を皿にぱらぱらと散らすように散々ぱら打ちのめす（筆者による現代語
訳）

BD

C

VS

江戸川の鯉

初鰹
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1丁表。京伝と弟の京山に共通の号である 
「山東庵」の蔵書印が見える。

○参考文献
山東京傳［著］、山東京傳全集編集委員
会 編『山東京傳全集 第5 巻（黄表紙 5）』
ぺりかん社　2009<請求記号 KG235-J3>
棚 橋 正博 著『 山 東 京伝 の 黄表 紙を読
む　江戸の経済と社会風俗』ぺりかん社　
2012<請求記号 KG235-J6>
佐藤至子「名物の産地にみる江戸の広が
り　黄表紙『荏土自慢名産杖』の分析か
ら」『 語 文 』145:2013.3<請 求 記 号 Z13-
174>
山本陽史「史料紹介『荏土自慢名産杖』」 

『飲食史林』6:1985.12<請求記号 Z8-1587>

（上右）13 丁表。浄瑠璃・歌舞伎『ひらかな盛衰記』の無間の鐘の場のパロディ。『ひらかな盛
衰記』ではヒロインの梅が枝（うめがえ）が金に困った恋人のために三百両の金を天から降ら
せるが、本作では「錦絵」（江戸紫の恋人。江戸名物の多色刷りの浮世絵）が梅が枝をまねて「金
がほしいナア」とつぶやくと、兄の「川口屋の飴内」（鯉の重臣の僕。目黒名物の川口屋の飴）
は「飴がほしい」と聞き間違えて自慢の飴を降らせる。

（上左）歌川豊国（3 世）（歌川国貞（1 世））画「[ 廓操無間の鐘優 ] 」嘉永 7（1854）年 3 月
東 京 都 立 図 書 館 特 別 文 庫 室 所 蔵　https://archive.library.metro.tokyo.lg.jp/da/detail?tilcod= 
0000000003-00014472

　

し
か
し
、
風
紀
の
乱
れ
を
憂
慮
し
た
幕
府
に
よ
り
出

版
統
制
が
敷
か
れ
た
寛
政
の
改
革
を
経
て
、
江
戸
文
芸

の
潮
流
は
硬
派
な
長
編
小
説
へ
と
移
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

実
は
、
本
作
が
刊
行
さ
れ
た
文
化
２
（
１
８
０
５
）
年
は
、

30
年
あ
ま
り
続
い
て
き
た
黄
表
紙
の
命
脈
が
ま
さ
に
潰

え
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　

本
作
の
末
尾
で
は
、
江
戸
名
物
の
長
で
あ
っ
た
「
江

戸
川
の
鯉
」
が
野
心
あ
ふ
れ
る
「
初
鰹
」
と
若
い
「
江

戸
紫
」
に
そ
の
座
を
譲
っ
て
隠
居
す
る
と
い
う
世
代
交

代
が
描
か
れ
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
、
自
ら
の
手
で
支
え

て
き
た
黄
表
紙
の
時
代
の
終
焉
を
目
前
に
し
た
京
伝
の

思
い
も
反
映
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

当
館
所
蔵
の『
荏
土
自
慢
名
産
杖
』に
は「
山
東
庵
」

の
印
が
見
え
（
左
上
画
像
）、
京
伝
の
身
近
に
置
か

れ
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
と
、
時
代
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
「
江

戸
ら
し
さ
」
を
物
語
に
封
じ
込
め
よ
う
と
し
た
京
伝

の
息
遣
い
も
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

https://archive.library.metro.tokyo.lg.jp/da/detail?tilcod=
0000000003-00014472
https://archive.library.metro.tokyo.lg.jp/da/detail?tilcod=
0000000003-00014472


歴史をつくってきた議会、議場
―ビジュアル資料からふりかえる―

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、令
和
二（
二
〇
二
〇
）

年
一
二
月
一
〇
日
か
ら
二
三
日
ま
で
、
東
京
本

館
の
新
館
一
階
展
示
室
に
お
い
て
議
会
開
設

百
三
十
年
記
念
議
会
政
治
展
示
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
展
示
会
で
は
、
議
会
政
治
の
歩
み

を
刻
む
歴
史
資
料
を
中
心
に
約
一
五
〇
点
の
資

料
を
出
陳
し
、
衆
参
両
院
の
議
長
を
は
じ
め
多

く
の
来
場
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

当
館
は
国
立
の
図
書
館
で
あ
る
と
と
も
に
、

議
会
の
図
書
館
で
す
。
令
和
二
年
一
一
月
二
九

日
、
参
議
院
の
本
会
議
場
に
お
い
て
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
の
も
と
、
議
会
開
設

百
三
十
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会

開
設
記
念
の
式
典
は
一
〇
年
ご
と
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
当
館
が
今
回
実
施
し
た
展
示
会
も
、

国
会
が
行
う
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
の
性
格

を
有
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
記
念
事
業
の
成
果
と
し
て
発
刊
さ
れ

た
資
料
集
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
衆
参
両
院

の
編
集
・
発
行
に
か
か
る『
議
会
制
度
七
十
年
史
』

『
議
会
制
度
百
年
史
』は
類
書
が
な
い
こ
と
か
ら
、

議
会
制
度
を
知
る
基
礎
的
な
文
献
と
し
て
、
今

な
お
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す

（
１
）
。

　

今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
両
院
で
の
記
念

行
事
に
お
い
て
人
気
の
催
し
と
な
っ
て
い
る
国

議 会 政 治 展 示 会

議会開設百三十年記念
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会
議
事
堂
の
特
別
参
観
は
実
施
さ
れ
ず
、
院
内

で
の
資
料
展
示
も
行
わ
れ
な
い
な
ど
の
変
更
が

あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ

が
記
念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
公
開
さ
れ
る

な
ど
の
試
み
も
あ
り
ま
し
た
。　

展
示
準
備
の
開
始

　

準
備
す
る
側
か
ら
す
る
と
身
が
引
き
締
ま
る

よ
う
な
一
〇
年
に
一
度
の
展
示
会
で
す
が
、
議

会
政
治
の
節
目
を
示
す
史
料
を
展
示
す
る
と

い
っ
て
も
、
重
要
な
歴
史
資
料
は
あ
ま
た
あ
り

ま
す
。
議
会
制
の
歴
史
は
長
く
、
そ
の
流
れ
は

複
雑
で
す
。
長
年
に
わ
た
る
資
料
収
集
や
、
研

究
の
進
展
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
ど
の
資
料
を
選

ぶ
の
か
な
ど
も
難
し
い
こ
と
で
、
今
回
の
出
陳

資
料
数
は
一
五
〇
点
以
上
に
及
び
ま
し
た
。

　

展
示
準
備
を
始
め
た
の
は
、
展
示
会
開
催
の

一
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。
政
治
家
の
旧
蔵

文
書
を
収
集
し
て
き
た
憲
政
資
料
室
に
か
か
わ

る
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
議
会
資
料
、
図
書
、

古
典
籍
資
料
を
扱
う
部
門
の
職
員
な
ど
、
総
勢

二
〇
名
以
上
で
資
料
の
選
定
を
始
め
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
資
料
は
議
会
制
の
創
設
や
明
治
憲

法
の
制
定
過
程
に
か
か
わ
る
資
料
、
自
由
民
権

運
動
等
の
資
料
、
い
わ
ゆ
る
「
翼
賛
政
治
」
に

か
か
わ
る
資
料
、
55
年
体
制
の
成
立
や
そ
の
後

の
多
党
化
政
治
に
向
か
う
流
れ
に
か
か
わ
る
資

料
な
ど
様
々
で
す
。
こ
の
中
に
は
近
年
の
収
集

に
か
か
る
資
料
も
含
ま
れ
、
帝
国
議
会
時
代

の
衆
議
院
本
会
議
場
の
写
真
な
ど
、
展
示
直

前
に
憲
政
資
料
室
で
の
公
開
に
こ
ぎ
つ
け
た

資
料
も
あ
り
ま
し
た
（「
小
川
平
吉
関
係
文
書
」

二
〇
二
四
。
憲
政
資
料
室
に
て
令
和
二 

年
一
一

月
一
九
日
公
開
）。

　

各
章
の
内
容
は
多
彩
で
あ
り
、
担
当
者
全
員

の
立
場
を
と
て
も
代
弁
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
記
事
で
は
、
展
示
の
う
ち
、

主
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
が
重
視
さ
れ
る
「（
特
設

コ
ー
ナ
ー
）
貴
重
図
面
と
写
真
帖
に
み
る
仮
議

事
堂
」「
第
４
章
〝
白
亜
の
殿
堂
〟
誕
生　

17

年
が
か
り
の
議
事
堂
建
築
」
の
担
当
者
と
い
う

立
場
に
引
き
寄
せ
て
、
準
備
段
階
で
の
逡
巡
を

列
挙
す
る
形
で
展
示
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
準
備
過
程
で
発
見
し
た
ビ

ジ
ュ
ア
ル
な
資
料
の
う
ち
、
展
示
に
採
用
で
き

な
か
っ
た
珍
し
い
写
真
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
準
備
作
業

　

歴
史
的
な
一
級
資
料
を
展
示
す
る
こ
と
と
同

時
に
、
当
時
の
議
会
や
議
事
堂
の
内
外
の
情
景

を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
を
活
用
し
て
示
す
こ
と
が

で
き
な
い
か
。
そ
う
な
る
と
い
き
お
い
、
現
在

の
議
事
堂
だ
け
で
は
な
く
、
過
去
の
仮
議
事
堂

国立国会図書館と議会開設記念展示会
（70 年～ 120 年）

名称 会場 会期 院内展示

議会開設七十年
記念議会政治展
示会

尾 崎 記 念 会
館

昭 和 36（1961）
年 1 月 27 日～ 2
月 2 日

昭和 35（1960）
年 12 月 24 日
参議院予算委員
会室

議会開設八十年
記念議会政治展
示会

国 立 国 会 図
書 館 3 階 展
示室

昭 和 45（1970）
年 12 月 1 日～ 7
日

11 月 29 日
参議院第一委員
会室

議会開設九十年
記念議会政治展
示会

憲 政 記 念 館
展示室

昭 和 55（1980）
年 12 月 1 日～ 7
日

11 月 29 日
参議院第一委員
会室

日本の議会 100
年―議会開設百
年記念議会政治
展示会

国 立 国 会 図
書 館 新 館 1
階展示室

平 成 2（1990）
年 11 月 30 日 ～
12 月 7 日

11 月 29 日
参議院第一委員
会室

議会開設百十年
記念議会政治展
示会

憲 政 記 念 館
展示室

平 成 12（2000）
年 12 月 1 日～ 7
日

11 月 29 日
参議院第一委員
会室

議会開設百二十
年記念議会政治
展示会

憲 政 記 念 館
第 2 第 3 会
議室

平 成 22（2010）
年 12 月 1 日 ～
10 日

11 月 29 日
参議院第一委員
会室

　なぜ、国立国会図書館が 10 年に 1 度の節目で議会政治

にかかわる展示会を実施しているのか。10 年ごとの「慣例」

といえばそれまでですが、当館と議会政治展示会や記念行

事とのかかわりには、70 年近い縁があります。

　議会開設 50 年の記念行事の一環として、昭和 15（1940）

年 11 月 29 日に（国立国会図書館がまだない頃に）貴族

院本会議場での式典と同日に、貴族院予算委員会室で開催

された記念展示会は、その嚆矢となりました。同展示会で

は、明治憲法 50 年記念事業の過程で発見された明治憲法

制定や議会制の歩みに関係する秘蔵資料が多数出陳されま

した。この背景には、明治憲法制定 50 年記念事業として

の貴衆両院による資料捜索・写本作成があり 2、この作業

が戦後、のちに憲政資料収集の基礎を作ったのです 3。そ

のため、議会開設の記念行事は、いわば憲政資料室の資料

収集の淵源にかかわるといっても過言ではありません 4。

　戦後、当館の創設は昭和 23（1948）年。その 2 年後に

あたる昭和 25（1950）年には議会政治展示会は行われま

せんでしたが 5、昭和 35（1960）年に国会の記念行事の

一環として展示会が行われ、その後、10 年ごとに展示会

を開催しています。
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に
も
思
い
を
致
す
必
要
が
あ
る
。
単
純
な
が
ら

も
、
こ
う
し
た
発
想
か
ら
、
議
会
、
特
に
議
事

堂
の
中
で
撮
ら
れ
た
写
真
や
図
像
探
し
に
取
り

組
み
ま
し
た
。　

　

東
京
本
館
（
永
田
町
）
に
勤
務
す
る
私
た
ち

に
と
っ
て
、
国
会
議
事
堂
は
、
通
勤
経
路
に
お

い
て
毎
日
の
よ
う
に
見
か
け
る
ご
近
所
の
建
物

で
す
。
職
種
に
よ
っ
て
は
業
務
を
通
じ
て
頻
繁

に
出
入
り
す
る
建
物
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
担
当

者
と
し
て
は
、
生
き
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
も

い
え
る
現
議
事
堂
の
観
察
が
出
発
点
に
な
る
だ

ろ
う
と
い
う
目
論
見
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
文

献
を
超
え
た
気
づ
き
を
得
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。　

　

し
か
し
、
資
料
選
定
や
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
佳

境
に
あ
っ
た
令
和
二
年
春
頃
の
時
期
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
だ
な
か
に
あ
り
、
私
た
ち
が
観
察
の
た

め
に
複
数
人
で
敷
地
を
う
ろ
う
ろ
す
る
こ
と
は

得
策
で
は
な
く
、
断
念
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
や
コ
ロ
ナ
問

題
の
対
応
な
ど
で
国
会
の
動
き
は
慌
た
だ
し

く
、
密
集
を
避
け
る
た
め
、
本
会
議
場
の
中
で

の
慣
習
や
利
用
す
る
委
員
会
の
部
屋
に
特
別
な

変
更
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
越
し

に
も
う
か
が
え
ま
し
た
。
傍
聴
、
参
観
等
も
縮

減
さ
れ
、
議
事
堂
へ
の
出
入
り
が
日
常
よ
り
も

一
層
制
限
さ
れ
た
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
で

伝
え
ら
れ
る
審
議
の
様
子
や
会
議
の
意
義
に
つ

い
て
、
改
め
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

複
雑
な
建
設
の
過
程

　

現
議
事
堂
の
竣
工
は
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）

年
、
そ
れ
に
先
立
つ
議
事
堂
は
「
仮
議
事
堂
」

と
呼
ば
れ
、
日
清
戦
時
に
広
島
に
置
か
れ
た
広

島
臨
時
仮
議
事
堂
を
含
め
れ
ば
、
仮
議
事
堂
は

四
種
に
及
び
ま
す
。

　

現
在
の
議
事
堂
（
永
田
町
）
は
着
工
か
ら
竣

工
ま
で
実
に
一
七
年
が
か
り
。
そ
れ
に
先
立
つ

五
〇
年
近
い
仮
議
事
堂
（
内
幸
町
（
日
比
谷
））

の
時
期
が
あ
り
、「
仮
」
の
時
間
の
長
さ
を
思

い
ま
す
。
第
一
次
仮
議
事
堂
、
第
二
次
仮
議
事

堂
は
火
災
で
焼
失
し
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
議
事
堂
を
建
て
よ
う
と
す
る
動
き

展示構成
第 1 章　議会制度ができるまで

第 2 章　議会開会と仮議事堂の建築

第 3 章　国民の政治参加と政党政治の進展

（特設コーナー）貴重図面と写真帖にみる仮議事堂

第 4 章　“白亜の殿堂”誕生：17 年がかりの議事堂建築

第 5 章　議会の危機の時代

第 6 章　帝国議会から国会へ

第 7 章　55 年体制の成立と展開 

第 8 章　多党化の時代へ

第 9 章　国民に開かれた国会へ

上：展示会場へと降りる階段
左上：展示会場の様子

議事堂の変遷

第 1 次仮議事堂 明 治 23 年

11 月竣工

麹町区内幸町

第 2 次仮議事堂 明 治 24 年

10 月竣工

麹町区内幸町

広島臨時仮議事堂 明 治 27 年

10 月竣工

広島市基町

第 3 次仮議事堂 大 正 14 年

12 月竣工

麹町区内幸町

現議事堂 昭 和 11 年

11 月竣工

麹町区永田町

（現千代田区）
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は
長
引
き
、
様
々
な
構
想
や
議
論
が
重
な
り
合

い
ま
す
。

　

諸
種
の
図
面
は
あ
る
も
の
の
、
部
屋
の
名
称

に
も
変
遷
が
あ
り
ま
す
。
貴
／
参
と
衆
で
も
細

か
い
相
違
が
あ
り
、
残
さ
れ
て
い
る
絵
や
写
真

を
見
た
だ
け
で
は
、
ど
の
議
事
堂
の
何
を
い
つ

と
ら
え
た
も
の
な
の
か
は
と
き
に
明
瞭
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
錦
絵
等
の
描
写
に
は
デ
フ
ォ
ル
メ

が
生
じ
が
ち
で
す
し
、
建
物
自
体
に
改
築
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
資
料
に
写
っ

て
い
る
も
の
の
年
代
が
判
然
と
せ
ず
混
乱
す
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

何
が
議
会
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資

料
な
の
か

　

一
つ
の
議
事
堂
に
つ
き
上
限
八
枚
で
パ
ネ
ル

を
作
成
す
る
。
こ
の
制
約
で
写
真
を
選
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
意
外
に
難
題

で
し
た
。

　

思
い
の
ほ
か
難
渋
し
た
の
は
、
写
真
を
選
ぶ

上
で
、
担
当
者
の
私
た
ち
数
名
の
間
で
あ
っ
て

さ
え
も
、
意
見
が
分
か
れ
が
ち
だ
っ
た
か
ら
で

す
。好
み
の
問
題
は
さ
て
お
き
、突
き
詰
め
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
「
絵
」
が
議
会
の
様
子
を
代
表
し

て
い
る
の
か
に
通
ず
る
問
題
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　

例
え
ば
あ
る
担
当
者
は
、
議
長
室
の
変
遷
に

興
味
を
ひ
か
れ
ま
し
た
。
今
日
、
議
長
室
や
議

長
応
接
室
は
議
会
の
権
威
を
象
徴
す
る
空
間
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
内
閣
総
理
大

臣
室
と
ど
の
よ
う
に
調
度
が
違
う
の
か
に
も
興

味
を
ひ
か
れ
ま
し
た
（
11
ペ
ー
ジ
参
照
）。
し
か

し
、
あ
る
担
当
者
か
ら
は
、
そ
う
し
た
写
真
の

展
示
だ
け
で
は
机
と
椅
子
ば
か
り
の
印
象
を
与

え
、
議
会
ら
し
さ
が
伝
わ
ら
な
く
な
る
、
と
い

う
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
る
担
当
者
は
議
会
の
象
徴
と
さ
れ

る
外
観
全
景
の
写
真
に
見
飽
き
て
し
ま
い
、
展

示
か
ら
省
き
た
い
と
主
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

外
観
は
設
計
者
の
意
図
が
こ
め
ら
れ
る
象
徴
で

も
あ
り
、
最
低
限
展
示
し
て
お
く
べ
き
だ
と
い

う
意
見
が
主
流
を
占
め
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る

担
当
者
は
、
空
間
構
成
の
観
点
か
ら
写
真
に
写

る
「
柱
」
や
「
階
段
」
を
重
視
し
て
パ
ネ
ル
を

作
成
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
見
解
の
違
い
を
め
ぐ
っ
て
議
論
す

る
こ
と
は
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
締
切
り
を
忘

れ
て
迷
い
続
け
、
全
体
を
俯
瞰
し
て
の
総
ま
と

め
を
し
て
く
れ
て
い
る
側
の
職
員
を
苛
立
た
せ

て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

1

通
時
的
な
視
点
で
見
る

　

議
事
堂
と
い
う
建
物
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
外

観
に
比
し
て
そ
の
内
部
の
変
遷
は
、
分
か
り
に

く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
一
三
〇
年
間
を
さ
か
の
ぼ
る
た
め
に

仮
議
事
堂
の
写
真
を
探
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
議
会
の
本
質
で
あ
る
〝
議
論
を
行
う
場
〟

と
い
う
観
点
か
ら
、
似
た
役
割
を
持
つ
部
屋
を

眺
め
直
す
こ
と
で
、
興
味
深
い
推
測
が
生
じ
る

こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

便殿

2

3

天皇（皇族）の休憩所。
1 第 1 次仮議事堂 便殿（出典 C）
2 第 2 次仮議事堂 便殿（出典 D）
3 第 3 次仮議事堂 便殿（出典 F）

4 広島臨時仮議事堂の便
殿。日清戦争時に広島に
置かれた臨時仮議事堂は
のちに取り壊されたが、
便殿部分のみは、広島の
比治山に移設された。原
爆により全壊。絵葉書の
奥に便殿を保護するため
に建てられた覆堂が見え
る。

（ 広 島 県 立 文 書 館 所 蔵　
絵葉書「比治山御便殿」）

1

4
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予
算
委
員
会
開
催
場
所
と
し
て
の
貴
族
院
談
話

室
　

例
え
ば
、
第
一
次
及
び
第
二
次
仮
議
事
堂
の

貴
族
院
に
は
談
話
室
と
い
う
部
屋
が
あ
り
ま
す

【
写
真
５
、６
】。

　

大
正
初
期
の
写
真
に
よ
る
と
、
第
二
次
仮
議

事
堂
の
貴
族
院
の
予
算
委
員
会
は
、談
話
室
【
写

真
６
】
で
開
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
こ

と
は
、
当
時
の
貴
族
院
事
務
局
の
速
記
係
室
の

壁
に
貼
ら
れ
た
張
り
紙
の
記
載
【
写
真
７
】
や

貴
族
院
彙
報
の
記
載
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
ま

す
。

　

貴
族
院
が
委
員
会
を
開
く
部
屋
と
し
て
は
談

話
室
は
最
大
の
ス
ペ
ー
ス
を
誇
り
、
場
所
的
に

対
に
あ
た
る
衆
議
院
で
は
部
屋
の
名
称
自
体
が

「
予
算
委
員
室
」
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
あ

る
程
度
頷
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

貴
族
院
の
予
算
委
員
会
の
様
子
が
か
い
ま
見

え
る
【
写
真
６
】
は
、
こ
と
に
珍
し
い
シ
ョ
ッ

ト
で
す
。
と
い
う
の
も
、
貴
族
院
の
予
算
委
員

会
は
衆
議
院
と
異
な
り
、
戦
後
の
例
外
を
除
け

ば
、
傍
聴
人
だ
け
で
な
く
記
者
も
入
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
貴
族
院
の
予
算
委
員
会
は
取
材
等

の
目
的
で
も
写
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
貴
重
な

の
で
す
。
予
算
委
員
会
は
最
重
要
の
委
員
会
の

一
つ
だ
け
に
、
貴
族
院
と
衆
議
院
の
委
員
会
の

開
催
の
雰
囲
気
を
考
え
る
上
で
は
、
一
葉
の
写

貴族院の談話室と予算委員室

5 第１次仮議事堂 貴族院の談話室（出典 C）
6 第 2 次仮議事堂 貴族院の談話室。この写真では、予
算委員会を開くしつらえがなされている。（出典 D）
7 第 2 次仮議事堂 貴族院の速記係室（出典 D）大正 3

（1914）年 3 月 23 日
8 第 2 次仮議事堂の配置図 2 階（大正 7（1918）年 12
月）（出典 A）。右側が貴族院、左側が衆議院。○で囲ん
だ場所は貴族院の談話室、□で囲んだ場所、つまり談話
室と対の位置が衆議院の予算委員室。

5

6

7

8
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真
と
い
え
ど
も
、
大
き
な
手
掛
か
り
に
な
る
と

感
じ
ま
す
。

　
【
写
真
６
】
に
み
る
よ
う
に
、
大
正
初
期
の

第
二
次
仮
議
事
堂
の
貴
族
院
の
予
算
委
員
会
で

は
、
机
の
並
び
方
は
、
委
員
長
を
頂
点
に
コ
の

字
型
に
、
中
央
に
速
記
席
を
持
つ
円
卓
（
楕
円
）

を
囲
む
型
で
す
。一
方
、同
時
期
の
衆
議
院
で
は
、

前
に
演
壇
を
持
ち
、
教
室
の
よ
う
に
、
一
方
を

向
い
て
委
員
が
並
び
ま
す
【
写
真
９
】。

　

第
三
次
仮
議
事
堂
の
予
算
委
員
会
で
も
、
貴

族
院
と
衆
議
院
の
机
の
配
置
は
各
々
第
二
次
の

そ
れ
と
似
て
い
ま
す
【
写
真
11
、
12　

昭
和
六

年
頃
】。

　

ち
な
み
に
現
在
は
、
衆
議
院
も
参
議
院
も
ど

ち
ら
も
（
予
算
委
員
会
の
）
委
員
は
一
方
向
を

向
い
て
座
る
形
で
す

（
６
）

。

細
か
な
気
づ
き

　

も
う
一
つ
、
事
務
局
の
執
務
風
景
を
捉
え
た

珍
し
い
写
真
か
ら
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、
服
装

や
暖
房
器
具
、
張
り
紙
と
い
っ
た
細
か
な
変
化

や
課
ご
と
の
特
色
で
す
。
殺
風
景
な
が
ら
、
書

類
の
束
が
多
い
庶
務
課
【
14
ペ
ー
ジ
】、
張
り

紙
に
実
用
的
情
報
が
多
い
速
記
部
門（
速
記
係
）、

と
い
っ
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

意
匠
上
の
問
題
と
実
用
上
の
問
題
が
両
方
あ

る
も
の
の
、
暖
房
器
具
が
部
屋
の
雰
囲
気
に
与

  9 第 2 次仮議事堂 衆議院予算委員室（出典 D）
10 第 3 次仮議事堂 衆議院予算委員室（出典 E）

９10

1112

11 第 3 次仮議事堂貴族院予算委員室略図（出典 B）
12 第 3 次仮議事堂衆議院予算委員室略図（出典 B）
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え
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
第
二
次
仮
議
事
堂
（
大
正
初
期
）
の
内
閣

総
理
大
臣
室
の
写
真
で
は
、
火
元
取
り
締
ま
り

の
観
点
か
ら
暖
炉
へ
の
紙
屑
投
入
を
禁
じ
た
議

長
名
で
の
張
り
紙
が
見
ら
れ
【
写
真
16
、
左
拡

大
画
像
】、
実
用
の
暖
炉
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
設
備
は
部
屋
に
よ
っ
て

異
な
り
、
同
時
期
の
事
務
局
の
部
屋
に
は
火
鉢

が
見
ら
れ
ま
す
【
写
真
21
】。

　

こ
の
よ
う
な
情
報
が
議
会
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を

捕
ま
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
、
そ
れ
と
も

ト
リ
ビ
ア
止
ま
り
な
の
か
。
細
部
を
つ
な
ぎ
あ

わ
せ
る
う
ち
に
興
味
深
い
発
見
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
考
え
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

16

暖炉に捨てるな！

議長室（衆議院）内閣総理大臣室

13

14

15

16

17

18

13 第 2 次仮議事堂 衆議院議長室　島田三郎議長（出典 D）
14 第 3 次仮議事堂 衆議院議長室　富田幸次郎議長（出典 E）
15 現議事堂 衆議院議長応接室（サロン）（竣工時）（出典 G）
16 第 2 次仮議事堂 内閣総理大臣室（出典 D）
17 第 3 次仮議事堂 内閣総理大臣室（出典 F）
18 現議事堂 内閣総理大臣室（竣工時）（出典 G）
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印
象
深
い
出
会
い

　

展
示
の
準
備
の
過
程
で
は
、
印
象
深
い
出
会

い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
議
事
堂
の
研
究
を
長
年
に
わ
た
っ

て
続
け
て
こ
ら
れ
た
堀
内
正
昭
先
生
（
昭
和
女

子
大
学
生
活
科
学
部
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
の

研
究
室
に
お
い
て
、
仮
議
事
堂
の
模
型
を
拝
見

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
第
一
次
仮

議
事
堂
は
、
第
一
回
帝
国
議
会
会
期
途
中
、
竣

工
か
ら
二
か
月
足
ら
ず
で
焼
失
し
て
し
ま
い

ま
し
た
（
漏
電
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）。

私
た
ち
が
議
事
堂
の
模
型
の
存
在
を
論
文
か
ら

知
り（

７
）、
拝
見
を
願
い
出
て
大
学
を
訪
れ
た
の
は
、

令
和
二
年
三
月
二
六
日
の
こ
と
で
し
た
。

　

第
一
次
仮
議
事
堂
は
記
念
す
べ
き
第
一
回
帝

国
議
会
の
舞
台
で
あ
り
、
そ
の
動
向
を
伝
え
る

文
献
に
は
速
記
録
を
は
じ
め
よ
く
出
会
い
ま

す
。
し
か
し
、
建
築
史
に
疎
い
私
た
ち
は
、
三

次
元
の
立
体
に
鮮
烈
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
印
象
の
う
ち
、
と
り
わ
け
興
味
深
か
っ

た
の
は
、
第
一
次
仮
議
事
堂
の
本
会
議
場
に
お

け
る
二
階
席
（
傍
聴
席
や
記
者
席
）
と
一
階
席

（
議
員
席
）
と
の
間
の
距
離
感
を
体
感
で
き
た

こ
と
で
す
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
一

月
、
待
望
さ
れ
た
第
一
回
帝
国
議
会
へ
の
注
目

は
高
く
、
当
時
の
報
道
か
ら
は
傍
聴
券
を
求
め

聞いてみました！　
―仮議事堂の模型制作のこと

　今回の会期中、最も目を引いた展示物のひとつが、展示室中央に置か

れた、縮尺 50 分の 1 の第 1 次仮議事堂と広島臨時仮議事堂の模型でした。

　どちらも、昭和女子大学の堀内正昭研究室により制作されたものです。

中心となった堀内先生は、日独建築交渉史を専門とされ、特に明治政府

の依頼により来日し、明治 19（1886）年に国会議事堂の設計図を作成

したドイツ人建築家、エンデ＆ベックマン（Hermann Ende、Wilhelm 

Böckmann）の研究で知られています。1990 年代前半には、エンデ＆ベッ

クマンの遺作である、法務省旧本館の復原改修工事にも、設計監修者と

して参加されています。

　堀内先生に、模型制作にまつわるお話をいろいろと伺いました（以下、

先生のお話をもとに、当館で編集を行っています）。

Q. 第 1 次仮議事堂の模型制作のきっかけはなんですか。

A. きっかけは、平成 16（2004）年 3 月、神田の古書店主が

古物市場で見出した平面図※との出会いでした。

エンデ＆ベックマン建築事務所の所員が設計に携わった第 1

次仮議事堂は、竣工からわずか２か月足らずで焼失し、関連

図面も関東大震災で失われました。謎の多い建築とされてい

たので、着工直前と推定される平面図は、大変貴重な発見で

した。

しかし、平面図が発見されても、依然として第 1 次仮議事堂

の建築には、多くの謎が残されていました。その謎を解明し

たくて、平成 18（2006）年の夏休みに、5、6 名の学生たち

と一緒に模型制作に取り掛かりました。

※現・昭和女子大学図書館蔵上：第 1 次仮議事堂の模型
下：第 1 次仮議事堂 傍聴席（出典 C）
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る
人
々
の
様
子
が
感
じ
と
れ
ま
す
。
新
聞
記
者

も
ま
た
こ
の
二
階
席
に
い
た
た
め
、
審
議
を
報

じ
る
目
は
こ
の
二
階
席
を
出
発
点
と
す
る
の
で

す
。

　

わ
ず
か
に
残
る
写
真
【
右
ペ
ー
ジ
】
で
見
る

限
り
二
階
席
は
狭
く
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
議

員
の
着
席
す
る
議
員
席
と
、
そ
の
上
の
階
に
設

け
ら
れ
た
二
階
席
部
分
と
の
距
離
感
は
、
こ
の

写
真
か
ら
は
今
一
つ
つ
か
め
ず
、
か
ね
て
疑
問

に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

図
面
や
残
存
す
る
図
像
史
料
を
博
捜
し
、
推

理
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
な
が
ら
作
成
さ
れ
た
模
型

だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
新
聞
な
ど
の
文
献

で
見
聞
き
し
て
い
た
雰
囲
気
と
符
合
し
、
往
時
に

心
を
飛
ば
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

堀
内
先
生
は
、
こ
こ
ま
で
熱
心
に
こ
の
模
型

を
見
た
人
た
ち
は
今
ま
で
い
な
か
っ
た
と
お
っ

し
ゃ
り
、
展
示
へ
の
出
陳
を
快
諾
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
火
災
に
よ
る
焼
失
で
二
か
月
弱
し

か
存
在
し
な
か
っ
た
第
一
次
仮
議
事
堂
に
対
す

る
分
析
と
そ
の
成
果
物
で
あ
る
模
型
を
目
の
当

た
り
に
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
私
た
ち
が
議
事

堂
を
の
ん
び
り
探
検
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
い
て

は
い
ら
れ
な
い
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
本
物
の

議
事
堂
が
近
所
に
あ
る
だ
け
で
も
有
難
い
こ
と

な
の
で
す
。

Q. 広島臨時仮議事堂の模型を製作したのは、議会に特別な

関心があったからですか。

A. そういうわけではありません。第 1 次と第 2 次仮議事堂と同

様に、「ドイツ小屋」の小屋組が採用されたのではないかと思っ

たからです。しかし、実際に模型での復元を試みると辻褄があ

わず、再考の結果、当時地元で親しまれていたキングポストト

ラス（真束小屋組）だったのではないかという結論に至りました。

Q. 一番力を入れたのはどの部分ですか。

A. 屋根です。もともと、明治時代に日本で「ドイ

ツ小屋」と呼ばれた屋根の構法（支柱を使わずに

大きな屋根を架ける技法のひとつ）に興味を持っ

ていました。第 1 次仮議事堂の屋根もその構法を

応用していると考えていたので、発見された平面

図と、わずかに残る写真、当時の時代背景などを

参考にして図面化し、さらに検証を進めるために

貴族院議場の模型を制作しました。

　限られた資料から、日本の議会政治の始まりを見守っ

た建築を復元する作業には、さまざまな苦労があった

と思われます。「資料は揃いすぎていては面白くない。

断片的だからこそ、解明する楽しさがある」というお

言葉からは、先生の研究者魂を感じました。

Q. 第 2 次と第 3 次仮議事堂の模型について、今後制作予

定はありますか。

A. 予定はありません。謎を検証するために模型を作るのです

が、第２次については第１次と同様のドイツ小屋で復元図が

できたこと、第３次については工事中の写真から小屋組が判

別できたので、模型での検証は不要と考えています。残され

た資料が断片的だからこそ、解明する楽しさがあります。

広島臨時仮議事堂の模型
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貴族院や衆議院の事務局
議事課

庶務課

19 第 2 次仮議事堂 貴族院事務局議事課 （出典 D）
20 第 3 次仮議事堂 衆議院事務局議事課 （出典 E）
21 第 2 次仮議事堂 貴族院事務局庶務課 （出典 D）。
左手前の人物は毛筆で何かをしたためている。足元に
は竹で編まれた屑籠、手元には火鉢が。
22 第 3 次仮議事堂 衆議院事務局庶務課 （出典 E）
23 第 2 次仮議事堂 衆議院事務局警務課 （出典 D）

1920

21

22

23

警務課
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永
田
町
と
い
う
土
地
の
選
定
に
つ
い
て

　

私
た
ち
の
執
務
場
所
で
あ
る
永
田
町
と
い
う

土
地
の
選
定
に
も
長
い
歴
史
が
あ
る
と
思
わ
さ

れ
ま
し
た
。
永
田
町
に
議
事
堂
を
置
く
こ
と
が

決
ま
っ
た
の
は
、
明
治
二
〇
年
頃
と
さ
れ
て
い

ま
す
が

（
８
）
、
そ
の
選
定
に
影
響
を
与
え
た
ド
イ
ツ

人
建
築
家
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
永
田
町

は
高
燥
の
地
で
あ
り
地
盤
が
よ
い
と
さ
れ
て
い

ま
す

（
９
）
。
現
在
の
永
田
町
の
地
に
議
事
堂
が
実
際

に
置
か
れ
た
の
は
現
議
事
堂
が
竣
工
し
た
昭
和

一
一
年
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
家
の
枢
要

な
施
設
の
建
設
地
と
し
て
永
田
町
が
〝
選
ば
れ

た
〟
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
国
会
の
代
名

詞
と
な
っ
て
い
る
永
田
町
で
は
あ
り
ま
す
が
、

日
常
あ
ま
り
永
田
町
と
い
う
土
地
の
地
盤
の
良

さ
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
が
な
く
、〝
灯

台
も
と
暗
し
〟
で
し
た
。

展
示
を
ふ
り
か
え
っ
て　

　

た
と
え
職
員
で
あ
っ
て
も
、
通
常
で
あ
れ
ば

民
撰
議
院
設
立
建
白
書
の
草
稿
（「
古
沢
滋
関

係
文
書
」
一
三
）
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
済
み
の

資
料
を
原
本
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
展
示
を
通
じ
て
数
々
の
現
物
資
料
を

一
度
に
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
、
と
い
っ
た
お
声

も
い
た
だ
き
、
画
像
と
は
異
な
る
現
物
の
力
を

感
じ
ま
し
た
。

　

末
筆
な
が
ら
、
当
展
示
会
に
お
い
て
は
、
各

機
関
・
個
人
か
ら
貴
重
な
資
料
を
借
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
に
先
立
っ
て
、

小
林
和
幸
先
生（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
）、佐
々

木
雄
一
先
生
（
明
治
学
院
大
学
法
学
部
）、
松

本
洋
幸
先
生
（
大
正
大
学
文
学
部
） 

、
村
井
良

太
先
生（
駒
澤
大
学
法
学
部
）の
各
先
生
方
に
は
、

立
憲
制
の
歩
み
や
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
日
記
の

特
徴
、
歴
史
的
な
資
料
の
展
示
手
法
等
に
つ
い

て
、
展
示
担
当
者
に
対
し
て
ご
講
義
い
た
だ
き
、

有
益
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
葦
名
ふ
み
、
牛
島
靖
欧
、

中
嶋
恵
子
、
藤
元
直
樹
）

＜出典＞
A『貴族院要覧　甲』1918.12 増訂＜請求記号 BZ-1-1 ＞
B 田口弼一『帝国議会の話』啓成社 1931 ＜請求記号 599-311 ＞
C『帝国議事堂写真』　＜宮内庁書陵部図書寮文庫蔵　B9-34 ＞
D 『帝国貴衆両院写真画帖』東京タイプ社 1917< 個人蔵 >
E 『仮議事堂記念写真』［衆議院］［19--］＜請求記号 YKA11-19 ＞
F『帝国議会仮議事堂建築記念』光明社 1925 ＜請求記号 YQ2-1621 ＞
G 大蔵省営繕管財局編『帝国議会議事堂建築の概要』 大蔵省営繕管
財局 1936　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1907710

【ミニ電子展示 
本の万華鏡】
この展示の関連企画とし
て令和 2（2020）年 10
月から「国会議事堂がで
きるまで」というサイト
の公開も始まりました。
展示では不採用になった
写真・錦絵なども紹介さ
れています。
https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/28/index.html

【展示会目録】
展示会の目録は当館ウェブサイトで公開
されています。
https://www.ndl.go.jp/jp/event/
exhibitions/exhibition2020_tokyo_list.pdf

【本誌記事】
2020 年 5 月号「資料の世界の歩き方 写真を読む　第 3 回　
国会議事堂の中のカメラと記者―議会の報道と記録―」でも
議事堂内の写真を多数紹介しています。

議
会
開
設
百
三
十
年
記
念

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

議
会
政
治
展
示
会

1	 衆議院、参議院 編『議会制度七十年史』大蔵省印刷局（印刷）1960-63 ＜請求
記号　314.2-Sy996g ＞、同『議会制度百年史』1990 < 請求記号　AZ-241-E19>

2  写本の大半は当館憲政資料室所蔵。
3	 二宮三郎「憲政資料室前史（上）」（『参考書誌研究』43 1993. ９）pp.50-

73。「憲政資料室前史（中）」（同誌 44 1994. ８）pp.22-46。「憲政資料室
前史（下）」（同誌 45 1995.10）pp.18-47。＜請求記号　Z21-291 ＞

4	 詳細は当館ウェブサイト リサーチ・ナビ「憲政資料室の歴史」のページ
を参照。https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/kenseihistory.php

5	 昭和 26（1951）年に開催した憲法資料展示会など興味深い展示会も当館
内で開催されています。

6	 現在の委員室につき紹介したサイトとして
	 衆議院委員部　動画で見る衆議院の委員室 ー委員室の紹介ー（衆議院事

務局チャンネル）
	 https://www.youtube.com/watch?v=L0fK68OpR8Q
	 参議院ウェブサイト　国会体験・見学 > 国会議事堂案内 > 委員会室
	 https://www.sangiin.go.jp/japanese/taiken/gijidou/7.html
7	 堀内正昭『初代国会仮議事堂を復元する』（ブックレット近代文化研究叢

書 10）昭和女子大学近代文化研究所　2014< 請求記号 GB621-L2>
8	 清水英範「ベックマンの東京計画に関する研究－国会議事堂の位置選定を

中心として」『土木学会論文集』D3 土木計画学 70(5) 2014　p.I_1-20< 
請求記号 YH247-1182>

9	『東京輿論新誌』239［1886.5.19］pp.16-17 ＜請求記号 雑 54-107 ＞（『毎
日新聞』を転載した記事）

See also......
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https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1907710
https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/28/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/event/exhibitions/exhibition2020_tokyo_list.pdf
https://www.ndl.go.jp/jp/event/exhibitions/exhibition2020_tokyo_list.pdf
https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/kenseihistory.php
https://www.youtube.com/watch?v=L0fK68OpR8Q
https://www.sangiin.go.jp/japanese/taiken/gijidou/7.html


16国立国会図書館月報 719号 2021.3

は
じ
め
に

―
地
方
読
書
人
が
頼

り
に
し
た
通
信
販
売

　

今
回
紹
介
す
る
特
価
本
目
録
は
、
通
販

カ
タ
ロ
グ
の
一
種
で
、
図
書
館
学
で
い
う

「
販
売
書
誌
」
の
一
種
で
あ
る
。
し
か
し
、

販
売
書
誌
は
用
済
み
に
な
る
と
廃
棄
さ
れ

る
運
命
な
の
で
「
国
立
国
会
図
書
館
に
な

い
本
」
で
も
あ
る
。

　

日
本
で
は
明
治
後
半
か
ら
大
正
に
か
け

て
、
全
国
で
近
代
的
書
店
網
が
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
。
そ
れ
は
「
雑
誌
を
中
心
に
産

業
と
し
て
整
備
さ
れ
」
た
も
の
で
あ
り（

１
）、

現
在
「
取
次
ル
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
機
構

で
あ
る
。
大
正
末
期
か
ら
新
刊
書
籍
も
こ

の
ル
ー
ト
で
買
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
な
お
戦
前
期
、
書
店
が
近
く
に

な
い
地
方
で
書
籍
を
買
う
に
は
通
信
販
売

に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
新

聞
広
告
に
並
行
し
て
登
場
す
る
の
が
、
通

販
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。
日
本
で
最
初
期
の

企
業
Ｐ
Ｒ
誌
と
見
な
さ
れ
て
い
る
丸
善

『
学
燈
』（
１
８
９
７
‐
、の
ち『
学
鐙
』）は
、

前
身
が
販
売
書
誌
『
和
洋
書
籍
及
文
房
具

時
価
月
報
』（
次
ペ
ー
ジ
、
１
８
８
３
年

創
刊
と
さ
れ
る
）
で
あ
っ
た
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
出
版
社
の
本
を
載
せ
た
青
木
嵩す

う
ざ
ん山
堂

の
『
内
外
書
籍
出
版
発
兌
目
録
』
は
通
販

カ
タ
ロ
グ
と
し
て
有
名
だ
。「
山
々
に
か
こ

ま
れ
」
た
兵
庫
県
の
寺
に
生
ま
れ
、
の
ち

英
文
学
者
と
な
る
寿
岳
文
章
（
１
９
０
０

‐
１
９
９
２
）
は
、
尋
常
小
学
校
を
出
た

明
治
44
（
１
９
１
１
）
年
頃
の
こ
と
と
し
て
、

こ
ん
な
回
想（

２
）を
し
て
い
る
。

　

檀
家
の
子
弟
に
文
学
ず
き
な
の
が
あ

り
、
そ
の
家
か
ら
有
朋
堂
文
庫
や
紅
葉
全

集
を
借
り
て
む
さ
ぼ
り
読
み
、
博
文
館
・

新
潮
社
・
青
木
嵩
山
堂
な
ど
の
出
版
目
録

を
と
り
よ
せ
、
文
学
書
直
接
購
入
の
習
慣

特
価
本
目
録
は
庶
民
読
書
の
証
言
者
（
前
編
）

小
林 

昌
樹

国
立
国
会
図
書
館
に
な
い
本
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も
身
に
つ
け
た
。

　

神
戸
を
擁
す
る
兵
庫
県
で
す
ら
、
本
屋

の
な
い
地
域
が
明
治
末
の
郡
部
に
は
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
も
「
本

ず
き
」
は
い
た
。

読
書
公
衆
の
出
現

―
明
治
末

か
ら
大
正
期

　

本
屋
の
な
い
郡
部
に
も
寿
岳
少
年
の
よ

う
な
「
本
ず
き
」
が
生
ま
れ
た
の
は
、
明

治
末
に
初
等
教
育
が
全
土
に
及
び
、
日
本

全
体
が
一
応
「
本
を
読
む
人
々
」
で
覆
わ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
英
語
で
い
うreading 

public

（
読
書
界
、
読
書
公
衆
）
が
日
本
に

も
成
立
し
た
の
が
明
治
末
か
ら
大
正
期
で

あ
る（

３
）。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
「
特
価
本
目
録
」
は
、

お
金
持
ち
で
な
い
読
書
公
衆
の
中
で
も
、

庶
民
と
も
い
う
べ
き
人
々
の
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
寿
岳
文
章
が
定
価
で
買
う
通
販

カ
タ
ロ
グ
を
回
想
し
て
い
る
の
は
、
自
家

が
中
学
へ
進
学
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

余
裕
が
あ
る
家
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

戦
前
期
、
書
籍
や
雑
誌
は
今
よ
り
ず
っ

と
高
価
な
も
の
だ
っ
た
。
書
籍
だ
と
普
通

の
文
芸
書
な
ら
、
い
ま
の
感
覚
だ
と
５
千

円
以
上
、
雑
誌
で
も
１
冊
で
３
千
円
ぐ
ら

い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
正
15
年
に
全
集

セ
ッ
ト
に
編
成
し
た
「
円
本
」
が
破
格
に

安
く
（
１
冊
に
普
通
の
３
冊
分
を
つ
め
こ

ん
で
１
円
）、
爆
発
的
に
数
十
万
部
も
売

れ
た
が
、
そ
れ
で
も
１
冊
の
価
格
は
い
ま

の
感
覚
で
は
「
高
い
本
」
と
さ
れ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。

本
は
高
い
。
で
は
ど
う
す
る
か

　

戦
前
、
書
籍
は
高
い
の
で
「
耐
久
消
費

財
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
反
対
に
新

聞
紙
は
単
な
る
消
費
財
で
、
読
み
捨
て
ら

れ
た
後
は
、
り
ん
ご
の
包
み
紙
な
ど
に
転

用
さ
れ
た
り
、
古
紙
回
収
業
に
出
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
。

　

高
い
耐
久
消
費
財
を
安
く
入
手
す
る
に

は
、
二
次
流
通
（
中
古
品
）
を
求
め
る
こ

と
に
な
る
。
実
際
、
明
治
末
の
読
書
論
で

は
「
資
力
豊
か
な
ら
ざ
る
読
書
家
が
僅
少

の
資
を
投
じ
て
読
む
に
価
す
る
書
籍
を
購

求
せ
ん
と
す
、
之
れ
頗
る
困
事
な
り
と
雖

も
世
は
便
宜
な
る
も
の
に
て
古
本
商
あ

り（
４
）」  

と
し
て
、
だ
い
た
い
古
本
な
ら
新
刊

の
半
値
だ
か
ら
買
い
な
さ
い
、
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

で
は
書
籍
と
新
聞
の
中
間
で
あ
る
雑
誌

は
？　

こ
れ
は
書
籍
同
様
、
古
本
で
売
ら

れ
て
い
た
の
だ
が
、
新
刊
な
の
に
半
値
以

下
、
と
い
う
新
し
い
商
品
「
月
遅
れ
雑
誌
」

が
開
発
さ
れ
た
の
が
、
明
治
30
（
１
８
９
７
）

年
前
後
の
こ
と（
５
） 

。
こ
れ
は
新
刊
雑
誌
の
売

れ
残
り
「
残
本
」
を
再
流
通
さ
せ
る
一
・

五
次
流
通
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。

『和洋書籍及文房具時価月報』第 73 号
明治 22（１８８９）年 10 月（個人蔵。
筆者及び出版史家・戸家誠。以降の目
録も同様）
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「
特
価
本
」と
赤
本
ル
ー
ト
の
誕
生

（
明
治
30
年
頃
）

　

お
そ
ら
く
同
じ
頃
、
新
刊
書
籍
の
残
本

を
再
流
通
さ
せ
る
こ
と
も
始
ま
る
。
こ
れ

ら
は
「
特
価
本
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た（

６
）。

　

特
価
本
は
、
最
初
、
東
京
な
ど
大
都
市

で
は
テ
キ
屋
な
ど
に
よ
っ
て
定
価
の
半
値

以
下
で
、
縁
日
や
露
店
、
長
距
離
列
車
内
、

一
銭
蒸
気

―
一
駅
一
銭
の
乗
合
い
船

―
な
ど
で
売
ら
れ
た
。
映
画
『
男
は
つ

ら
い
よ
』第
１
作（
昭
和
44（
１
９
６
９
）年
）

の
最
終
シ
ー
ン
で
主
人
公
「
フ
ー
テ
ン
の

寅
」
こ
と
車
寅
次
郎
が
売
っ
て
い
た
（
啖

呵
を
切
り
な
が
ら
売
る
の
で
「
タ
ン
カ
バ

イ
」
と
そ
の
筋
で
は
い
う
）
商
材
は
、
古

本
で
は
な
く
特
価
本
だ
っ
た
。

　

そ
し
て 

、
委
託
定
価
売
り
を
前
提
と
し

た
正
規
の
新
刊
配
本
ル
ー
ト
（
取
次
ル
ー

ト
）
で
な
く
、
特
価
本
問
屋
な
ど
、
特
殊

な
販
売
経
路
で
も
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
こ
で
は
「
赤
本
ル
ー
ト（

７
）」
と
呼
ん

で
お
く
。
こ
れ
は
、
特
価
本
の
発
生
自
体

は
古
書
市
場
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、

江
戸
期
以
来
の
地
本
問
屋
、
つ
ま
り
赤
本

屋
が
、
特
価
本
を
引
き
受
け
て
全
国
規
模

に
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　

こ
の
ル
ー
ト
に
乗
っ
た
本
を
カ
タ
ロ

グ
化
し
た
も
の
が
「
特
価
本
目
録
」
で
あ

る
。
特
価
本
は
、
義
務
教
育
で
読
み
書

き
が
浸
透
し
た
新
た
な
読
者
層
に
広
ま
っ

て
い
っ
た
。「
円
本
」
ブ
ー
ム
の
反
動
で
、

昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
頃
か
ら
出
版
社

が
大
量
の
売
れ
残
り
を
か
か
え
る
と
、
赤

本
ル
ー
ト
は
さ
ら
に
大
発
展
し
、
昭
和
10

（
１
９
３
5
）
年
段
階
で
東
京
に
約
50
軒
、

大
阪
に
10
軒
、
京
都
、
名
古
屋
に
そ
れ
ぞ

れ
５
軒
ほ
ど
の
特
価
本
問
屋
が
成
立
し
て

い
た（

８
）。 

　

こ
れ
ら
の
問
屋
か
ら
、
露
店
商
、
テ
キ

屋
、
古
本
屋
、
地
方
の
新
刊
書
店
、
駄
菓

子
屋
、
小
間
物
屋
、
通
信
販
売
業
者
な
ど

が
特
価
本
を
仕
入
れ
て
、
個
人
へ
販
売
し

た
。
昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
段
階
で
、
全

国
で
教
科
書
、
雑
誌
を
含
め
１
年
間
で

３
億
冊
の
本
が
売
り
買
い
さ
れ
た
が
、
そ

の
う
ち
約
２
割
が
特
価
本
だ
っ
た
と
い
う

統
計（

９
）が
残
っ
て
い
る
。 

赤
本
ル
ー
ト
と
特
価
本
の
研
究

　

非
正
規
の
赤
本
ル
ー
ト
や
特
価
本
に
つ

い
て
は
、
宮
本
大
人
に
よ
る
赤
本
マ
ン
ガ

に
焦
点
を
当
て
た
論
考（

１
０
）、
柴
野
京
子
に

よ
る
取
次
ル
ー
ト
成
立
と
対
比
さ
せ
た
論

考（
１
１
）、
各
版
元
を
紹
介
す
る
小
田
光
雄
に
よ

る
論
考（

１
２
）が
あ
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
に

な
い
本
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
、
出
版
史

研
究
者
・
戸
家
誠
に
よ
る
長
年
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

筆
者
個
人
が
最
近
集
め
た
も
の
も
合
わ
せ

て
、
系
統
的
に
紹
介
し
た
い
。

特
価
本
問
屋
の
目
録
と
、一
般
向

け
の
目
録

　

現
在
残
っ
て
い
る
特
価
本
目
録
を
集
め

て
み
る
と
、
業
者
向
け
の
カ
タ
ロ
グ
と
個

人
向
け
の
カ
タ
ロ
グ
の
２
系
統
に
大
別
で

き
る
。
今
風
に
言
え
ば
、BtoB

（Business 

to Business

）

とBtoC

（Business to 

Consumer

）
に
分
け
ら
れ
る
。
以
下
、
前
編

で
は
、
最
初
期
の
大
正
堂
を
除
き
、
業
者
向

け
の
も
の
を
発
生
順
に
紹
介
す
る
。

明治 30 年頃の読書の様子を描いた雑
誌の表紙。

『風俗画報』146 号　東陽堂　明治 30
（1897）年 8 月< 請求記号 雑 23-8>

江戸中期の草双紙の一種。子
ども向けの絵本で、表紙が赤い
ためこの名がある。明治以降に
は、少年向きの講談本、漫画、
絵本などを、表紙が赤を主体に
した極彩色であったため、この
名でよんだ。転じて、内容、体
裁ともに低級俗悪な本を指す。

赤本とは？
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大
正
堂
特
価
書
籍
目
録

　
（
株
）
大
正
堂
は
博
文
館
営
業
部
次
長

で
も
あ
っ
た
田
中
六
蔵
が
経
営
し
た
大
規

模
な
特
価
本
屋
。
目
録
掲
載
の
写
真
で
神

保
町
の
店
舗
が
立
派
な
こ
と
が
わ
か
る

（
Ｂ
）。

　

目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
本
は
硬
め
の

本
が
多
い
。
各
出
版
社
の
書
籍
を
半
値
以
下

の
特
価
で
売
る
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
新
刊

も
扱
う
。
定
価
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

以
前
の
時
代
な
の
で
、「
普
通
一
般
ノ
書
籍
」

は
一
割
引
き
な
の
に
対
し
医
学
書
は
定
価

通
り
な
ど
、
小
売
値
相
場
が
ジ
ャ
ン
ル
別
に

一
覧
さ
れ
て
い
る
こ
の
目
録
は
貴
重
。

　

大
正
堂
は
同
時
期
に
『
東
京
朝
日
新
聞
』

な
ど
へ
も
「
本
社
の
趣
旨　

時
代
の
趨
勢

に
鑑
み
各
種
良
書
を
大
安
価
に
特
売
仕
り

聊
か
読
書
界
に
貢
献
せ
ん
と
す

（
１
３
）」
と
広
告

を
出
し
て
い
る
の
で
、
個
人
へ
の
小
売
り

が
メ
イ
ン
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
当
時
の
小

商
い
入
門
書（

１
４
）に
よ
る
と
卸
売
も
し
て
い
た
。

　

大
規
模
か
つ
博
文
館
系
列
で
あ
る
の
に

後
世
ほ
と
ん
ど
大
正
堂
へ
言
及
の
な
い
の

は
、
こ
の
の
ち
定
価
販
売
を
推
進
し
た
側

の
大
手
出
版
社
系
列
ゆ
え
だ
ろ
う
。
明
治

45
（
１
９
１
２
）
年
か
ら
大
正
８
（
１
９
１
９
）

年
頃
ま
で
活
動
。

『大正堂特価書籍目録』第 2 巻 5 号　大正 2（１９１３）年 7 月

A表紙。

B目録の冒頭に掲載された大正堂の外観。

C特価目録には著名人の本から実用書まで様 な々ものが並んで
いる。

定価の 3 分の 1
の 25 銭（＝250
厘）！

通販なので
送料が大事！

（右）徳富猪一郎（蘇峰）著『七十八日遊記』民
友 社　 明 39　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/761994（モノクロ画像）

（左）岡不崩 述、杉本夢香 編『朝顔図説と培養法』
民友社　明 42　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/839956（モノクロ画像）

国立国会図書館にある本

B A

C

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/761994
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/761994
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/839956
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/839956
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春
江
堂
図
書
月
報

　

社
員
50
名
を
擁
し
、
当
時
最
も
近
代
的

な
経
営
を
し
て
い
た
と
評
さ
れ
る
特
価
本

問
屋
、
春
江
堂
に
よ
る
月
刊
目
録
。
そ
れ

の
昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
10
月
号
。
少
な

く
と
も
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
か
ら
の
月

報
が
確
認
さ
れ
る
。
巻
末
の
「
春
江
堂
取

引
案
内
」
を
見
る
と
、
業
者
を
前
提
に
し

た
カ
タ
ロ
グ
ら
し
い
が
、
図
版
を
ち
り
ば

め
た
楽
し
い
も
の
。

　

特
価
本
と
し
て
赤
本
（
通
俗
児
童
書
）

や
そ
の
一
種
で
あ
る
漫
画
が
扱
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
（
Ｅ
）。
大
人
漫
画

な
ど
も
売
っ
て
お
り
、
料
理
書
な
ど
実
用

書
も
売
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
Ｆ
）。

こ
う
い
っ
た
実
用
書
や
趣
味
本
を
地
方
零

細
書
店
が
仕
入
れ
て
売
っ
て
い
た
ら
し

い（
１
５
）。

　

ま
た
、
春
江
堂
が
刊
行
し
た
実
用
書
も

多
い
（
上
画
像
）。
江
戸
期
か
ら
戦
前
に

か
け
て
「
本
屋
」
は
小
売
、
卸
、
出
版
、

古
本
い
ず
れ
も
適
宜
、
行
う
傾
向
だ
っ
た
。

『春江堂図書月報』10 月号　昭和 4（１９２９）年
10 月

D表紙。

E漫画漫文叢書の案内。

F実用書の数 。々時には春江堂以外の出版物の宣伝も。

（右）家庭料理講習会 編『おいしい料理の拵へ方』
春江堂　昭和 3　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1031355（モノクロ画像）

（左）女子作法研究会 編『礼儀作法一切の心得』春
江 堂　 昭 和 3　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1456958（モノクロ画像）

国立国会図書館にある本

DE

F

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1031355
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1031355
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1456958
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1456958
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淡た
ん
か
い
ど
う

海
堂
書
店
図
書
月
報

　

明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
頃
、
商
材
「
月

後
れ
雑
誌
」
を
誕
生
さ
せ
た

（
１
６
）古
参
の
大
手
、

酒
井
淡
海
堂
書
店
の
月
刊
目
録
で
昭
和
10

（
１
９
３
５
）
年
10
月
発
行
の
１
５
０
号
。

逆
算
す
る
と
大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
頃
に

創
刊
か
。

　
「
淡
海
堂
特
選
赤
本
類
」
の
ペ
ー
ジ
（
Ｇ
）

を
見
る
と
、
赤
本
と
い
う
総
称
の
も
と
に

絵
本
や
漫
画
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
そ
も
そ
も
個
別
タ
イ
ト
ル
単
位
で
な

く
、
同
類
の
も
の
十
把
一
絡
げ
で
取
引
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

こ
の
前
の
ペ
ー
ジ
に
は
「
総
発
行
部
数

遂
に
一
百
五
十
万
冊
！
／
ど
こ
で
も
評
判

の
淡
海
堂
発
行
五
銭
売
漫
画
」
と
の
惹
句

が
あ
り
、
漫
画
の
出
版
も
行
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
漫
画
の
市
場
規
模
が

昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
段
階
で
か
な
り
の

規
模
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。

　
「
定
期
月
後
れ
雑
誌
目
録
」（
Ｉ
）に「
三
ヶ

月
お
く
れ
」
と
あ
る
の
は
、
大
正
期
に
雑

誌
の
定
価
売
り
・
委
託
制
度
が
確
立
し
、

雑
誌
商
組
合
が
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
に
、

月
遅
れ
雑
誌
と
し
て
売
っ
て
よ
い
の
は
３

か
月
後
の
も
の
と
決
め
た

（
１
７
）か
ら
で
あ
る
。

『淡海堂書店図書月報』第 150 号　
昭和 10（1935）年 10 月

G「淡海堂特選赤本類」のページ。

H表紙。

I「定期月後れ雑誌目録」には男女各
年代向けの雑誌が並ぶ。

（右）『コドモノクニ』14（3）　東京社　1935.3< 請
求記号 Z32-B158>

（左）『主婦の友』19（7）　主婦の友社　1935.7<
請求記号 Z6-29>

国立国会図書館にある本

G

H

I
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大
特
価
図
書
月
報
（
松ま
つ
よ要
書
店
）

　

大
阪
で
の
最
大
手
、
松
要
書
店
に
よ
る

も
の
。
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
新
刊
書
籍

の
価
格
が
定
価
の
２
～
３
割
で
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
昭
和
11
（
１
９
３
６
）

年
４
、５
月
の
も
の
。
も
と
古
紙
問
屋
だ
っ

た
松
要
書
店
第
二
代
の
松
浦
貞
一
が
特
価

本
を
始
め
た
の
は
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年

頃
と
さ
れ
る

（
１
８
）。

　

一
般
向
け
は
後
編
で
。（
つ
づ
く
）

1	 柴野京子 著『書棚と平台　出版流通というメディア』弘文堂　
2009　p.210＜請求記号 UE111-J35>

2	 寿岳文章、寿岳しづ 著『寿岳文章・しづ著作集　第 2　ある夫
婦の記録』春秋社　1970 　p.375< 請求記号 US21-12>

3	 柳与志夫、田村俊作 編『公共図書館の冒険　未来につな
がるヒストリー』みすず書房　2018　pp.64-67< 請求記号 
UL244-L172>

4	 横田章 著、大町桂月 校『読書力の養成』広文堂　1909　p.57　
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/897152/35

5	 小林昌樹「『月遅れ雑誌』のはじめは明治 30 年ごろ　特価本
の流通史｣『文献継承』36 号：2020.11　pp.5-8（当館未所蔵）

6	 同義語に戦前のものとして「残本」「数物（カズモノ）」「数本（カ
ズホン）」「見切本」「ゾッキ本」「特殊本」「特種本」がある。
俗悪な本という意味で「赤本」と総称されることもある（対義語
は「堅本（カタホン）」）。「バーゲンブック」「B 本」「自由価格本」
は戦後の言い換え語。ここでは最も長期的に使われ、本質も表
す「特価本」を採用した。

（次ページへ続く）

『大特価図書月報』昭和 11（1936）年

広げると……特価本がいっぱい！裏返すと、さらに本が！

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/897152/35
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（右）江戸川乱歩 著 『猟奇の果』平凡社　1935 
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1170951

（ 左 ） 国 木田独 歩 著『 武 蔵 野 』 民 友 社　 明 34　
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/888366（ モ
ノクロ画像）

国立国会図書館にある本

7	 松本昇平 著『出版販売用語の始まり』ビー・エヌ・エヌ　1992　pp.15-
16< 請求記号 UE2-E3>「残本商」「数物商」「数物問屋」「見切本屋」と
も呼ばれた特価本の卸売り機構のこと。特価本問屋もほぼ同じ。

8	 「古本関係業者名簿　数物問屋（見切本／月遅雑誌）」『古本年
鑑　 第 3 年 版（1935)』 古 典 社　1935　pp.432-434< 請 求 記 号 
020.59-H843-K>

9	 小林昌樹．前掲．p.7。出典は「日配扱新刊図書諸統計（日本出版配給
株式会社調査課調査）」協同出版社編纂部編『日本出版年鑑 昭和 18 年
版』協同出版社　1943　巻頭図表。https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1823359

10	 宮本大人「湯浅春江堂と榎本法令館　近代における東西『赤本』業者素描」
『日本出版史料』5：2000.3　pp.25-55< 請求記号 Z21-B231>

11	 柴野京子「赤本の近代　その流通変容と日本の出版市場形成」『出版研究』
38：2007　pp.1-26< 請求記号  Z21-279>

12	 小田光雄 著『近代出版史探索 4』論創社　2020< 請求記号 UE17-M16>
13	 「（広告）大正堂　書籍大特価目録進呈」『東京朝日新聞』1913 年 2 月

14日朝刊　p.1
14	 石井研堂 著『独立自営営業開始案内　第２編』博文館　1913　p.85　

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/946260
15	 「明治時代の田舎の本屋というのは主として赤本の販売が多い。たいてい月々

五箱ぐらいやるんだが、結局みんな売れてしまう。」橋本求 著『日本出版販
売史』講談社　1964　p.109< 請求記号 023.1-H279n>

16	 小林昌樹．前掲．p.7。直接的には反町茂雄 編『紙魚の昔がたり　明治
大正篇』八木書店　1990　p.359 < 請求記号 UE111-84>

17	 東京雑誌販売業組合 編『東京雑誌販売業組合廿五年史』東京雑誌販売
業組合　1939　 p.8< 請求記号 776-62>。1914 年制定の東京雑誌販
売業組合規約第五条に「雑誌小売ハ総テ定価ヲ以テ販売」とあるが、「但
シ発行日後三ヶ月ヲ経タルモノハ此限リニアラズ」とある。

18	 堀勝彦［著］『松要さんの思ひ出』全国出版物卸商業共同組合　1955　序、
p.2、17、90、105、107、110< 請求記号 VG1-H594>

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1170951
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/888366
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1823359
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1823359
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/946260


　

関
西
館
総
務
課
総
務
係
は
、例
年
11
月
に
行
わ
れ
る「
関

西
館
見
学
デ
ー
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
少
人
数
で
接
触
機
会
の
よ
り
少
な

い
「
書
庫
ツ
ア
ー
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
変
更
し
て
、
11

月
８
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
か

ら
、
当
日
ま
で
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

①
連
想
ゲ
ー
ム
の
果
て
に

　

準
備
段
階
に
お
け
る
私
の
主
な
業
務
は
チ
ラ
シ
の
作
成

で
し
た
。
ま
ず
は
思
い
つ
く
が
ま
ま
、
連
想
ゲ
ー
ム
の
よ

う
に
「
書
庫
…
地
下
…
暗
い
…
本
棚
…
迷
子
…
非
常
食
…

探
検
…
」と
浮
か
ん
だ
言
葉
を
羅
列
し
ま
す
。今
回
は
、「
書

庫
」「
暗
い
」「
探
検
」
を
主
要
な
テ
ー
マ
に
、
２
つ
の
デ

ザ
イ
ン
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
探
検
の
わ
く

わ
く
感
を
前
面
に
出
そ
う
と
し
た
も
の
、
も
う
ひ
と
つ
は

実
際
の
書
庫
内
の
写
真
で
人
目
を
引
こ
う
と
し
た
も
の
で

す
。
感
染
拡
大
防
止
策
の
周
知
の
た
め
に
入
れ
込
む
べ
き

文
言
が
多
く
、
テ
キ
ス
ト
の
配
置
に
苦
労
し
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
、
上
司
や
同
僚
か
ら
の
評
判
の
良
か
っ
た
、
書

庫
を
ラ
イ
ト
で
照
ら
し
た
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
は
そ
の
ま
ま

に
、
テ
キ
ス
ト
部
分
を
紙
面
下
部
に
寄
せ
る
形
に
落
ち
着

き
ま
し
た
。
我
々
は
デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ
で
は
な
く
、ま
た
、

こ
の
業
務
に
割
け
る
時
間
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
伝
え

た
い
情
報
を
伝
え
、
か
つ
人
目
を
引
く
広
報
物
を
作
る
の

は
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。
今
回
は
、
幸
い
に
し
て
多
く

の
参
加
申
込
み
が
あ
り
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

②
ほ
ど
よ
い
マ
ス
ク
の
必
要
性

　

書
庫
ツ
ア
ー
当
日
に
は
、
書
庫
の
ご
案
内
も
担
当
し
ま

し
た
。
総
務
係
は
、
普
段
の
業
務
の
一
環
と
し
て
見
学
案

内
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
伴
い
、
し
ば
ら
く
見
学
受
付
を
休
止
し
て
い

ま
し
た
。
ご
来
館
の
皆
様
に
お
目
に
か
か
る
の
は
久
し
ぶ

り
な
の
で
、
張
り
切
っ
て
ツ
ア
ー
に
臨
み
ま
し
た
。
マ
ス

ク
着
用
で
の
ご
案
内
は
初
め
て
の
体
験
で
す
。
説
明
の
声

が
通
り
に
く
く
、
ま
た
息
を
吸
う
ご
と
に
マ
ス
ク
が
口
に

張
り
付
き
、
予
想
以
上
の
息
苦
し
さ
で
し
た
。
そ
の
後
、

見
学
案
内
に
向
き
そ
う
な
マ
ス
ク
を
探
し
続
け
て
い
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
約
に
不
便
を
感
じ
つ
つ
も
、
ご
参

加
の
皆
様
が
楽
し
そ
う
に
集
密
書
架
の
ハ
ン
ド
ル
を
回
す

姿
や
、
気
に
な
る
点
を
質
問
す
る
姿
を
見
て
、
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
厳
し
い

状
況
が
続
き
ま
す
が
、
関
西
館
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
を
作
れ
る
よ
う
、
今
後
も
試
行
錯
誤
を
続
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
関
西
館
総
務
課　

こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
）

関西館書庫ツアー
withコロナ
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国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

　

災
害
の
報
道
に
接
す
る
た
び
、
我
が
家
の

防
災
に
目
が
向
く
。
家
具
の
耐
震
補
強
か
ら

飼
い
猫
用
の
持
ち
出
し
物
品
ま
で
、
モ
ノ
の

備
え
は
充
実
す
る
一
方
、「
実
際
ど
う
な
る

ん
だ
ろ
う
…
…
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
不
安

が
ぬ
ぐ
え
な
い
。

　

本
書
は
、
西
日
本
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
の

記
録
だ
。
主
に
広
島
県
南
西
部
を
対
象
に
、

被
災
者
へ
の
聞
き
取
り
の
記
録
や
手
記
、
被

災
地
の
写
真
や
地
図
な
ど
が
地
域
順
に
収
録

さ
れ
、
各
地
域
の
発
災
か
ら
復
旧
作
業
ま
で

の
様
子
が
、
複
数
の
被
災
者
の
視
点
か
ら
記

さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
大
部
分
を
占
め
る
聞

き
取
り
や
手
記
は
、
な
る
べ
く
手
を
加
え
ず

あ
り
の
ま
ま
を
収
録
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、

ま
る
で
被
災
者
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
る
よ

う
な
生
々
し
さ
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
７
月
６
日
に
土
砂
災
害
が
発
生

し
た
あ
る
地
区
。
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た

こ
と
を
知
り
、
近
所
の
人
に
声
を
か
け
避
難

を
促
し
た
人
が
い
る
一
方
、
家
の
外
で
避
難

を
促
す
放
送
が
聞
こ
え
て
間
も
な
く
木
や
土

砂
が
押
し
寄
せ
た
と
い
う
人
、
川
の
音
に
か

き
消
さ
れ
る
な
ど
し
た
た
め
か
「
外
の
放
送

は
聞
こ
え
ん
か
っ
た
」
と
い
う
人
も
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
地
区
に
限
ら
ず
、
土
砂
災
害

の
発
生
し
た
地
域
で
は
、「
光
っ
て
も
い
な

い
の
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
雷
の
音
が
聞
こ
え
て
い

た
」
と
、
雷
鳴
に
つ
い
て
の
記
録
が
散
見
さ

れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
あ
れ
は
山
鳴
り
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
述
懐
す
る
。

　

人
々
の
言
葉
か
ら
、
的
確
な
状
況
把
握
や

確
実
な
避
難
の
難
し
さ
が
見
え
て
く
る
。

　

一
方
、
翌
朝
に
は
帰
る
つ
も
り
で
避
難

し
、「
こ
の
あ
と
ひ
と
月
以
上
体
育
館
生
活

に
な
る
と
判
っ
て
い
た
ら
…
…
」
と
振
り
返

る
人
も
い
る
。
時
に
避
難
生
活
は
長
期
に
わ

た
る
。
避
難
所
の
運
営
に
当
た
っ
た
あ
る
人

は
、
日
々
の
活
動
、
避
難
所
の
移
転
を
め
ぐ

る
避
難
者
と
の
緊
迫
し
た
や
り
と
り
、
マ
ス

コ
ミ
対
応
な
ど
、
避
難
所
の
開
設
か
ら
約
２

か
月
間
の
出
来
事
を
記
録
し
て
い
る
。
淡
々

と
し
た
文
面
だ
が
、
自
身
の
経
験
を
将
来
へ

つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
の
多
く
は
、
自
宅
の
復
旧

作
業
中
の
人
や
避
難
所
で
暮
ら
す
人
な
ど
、

復
興
の
只
中
に
あ
る
人
々
に
よ
る
も
の
だ
。

言
葉
や
写
真
の
端
々
か
ら
、
生
き
延
び
た
こ

と
へ
の
安
堵
と
と
も
に
、
心
身
の
疲
労
が
に

じ
む
。
そ
れ
で
も
人
々
は
、
８
月
６
日
に
原

爆
碑
に
手
を
合
わ
せ
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の

活
躍
に
元
気
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、
日
常
の
再

建
に
力
を
尽
く
し
た
。

　

本
書
の
共
同
編
著
者
の
一
人
、
柳
迫
長
三

氏
は
防
災
士
で
、
広
島
市
防
災
士
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
代
表
世
話
人
も
務
め
る
。
元
消
防

職
員
と
し
て
救
助
活
動
に
当
た
っ
た
経
験
か

ら
、
被
災
者
の
記
録
を
残
し
伝
え
る
こ
と
で

防
災
・
減
災
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
本
書
以
前

か
ら
複
数
の
体
験
談
集
の
編
集
に
携
わ
っ
て

い
る
。
同
氏
は
、
本
書
の
冒
頭
で
、
こ
れ
が

最
後
の
体
験
談
集
と
な
る
こ
と
を
切
に
希
望

す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
の
切
実
さ

を
考
え
る
こ
と
が
、
防
災
の
第
一
歩
と
な
る

だ
ろ
う
。

（
山
上 

慶
）

平成30年7月豪雨災害
（広島県）体験談集

海堀正博、柳迫長三 編著
砂防学会、広島市防災士ネットワーク
2019.3　332p；30cm
<請求記号 EG77-M139>
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令
和
３
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験

　　

令
和
３
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
職
務
内
容

●
総
合
職
試
験
・
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）・
障
害
者
（
係

員
級
）
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　

調
査
業
務
、
司
書
業
務
、
一
般
事
務
等
の
館
務

●
施
設
設
備
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　

�

施
設
設
備
の
維
持
及
び
管
理
等
に
関
す
る
業
務
、設
備
新
営
・

改
修
工
事
に
関
す
る
設
計
・
監
理
業
務
、
設
備
に
関
す
る
技
術

に
係
る
調
査
研
究
業
務
並
び
に
当
該
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す

る
業
務

○
障
害
の
あ
る
方
へ

 　

受
験
資
格
を
満
た
せ
ば
、障
害
者
（
係
員
級
）
採
用
試
験
（
大

卒
程
度
試
験
）、総
合
職
試
験
、一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）、

施
設
設
備
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
の
い
ず
れ

か
1
つ
を
受
験
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

障
害
者
（
係
員
級
）
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
以
外
の

試
験
を
受
験
す
る
場
合
も
、
受
験
上
の
配
慮
を
行
い
ま
す
。

○
試
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
の
入
手
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
入
手
可
能
で
す
。

・
東
京
本
館
、
関
西
館
ま
た
は
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
来
館

・
郵
便
で
請
求

・
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

郵
便
で
の
請
求
方
法
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
は
、
国
立
国
会

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
採
用
情
報
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

　

https://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/em

ploy/index.htm
l

○
問
合
せ
・
資
料
請
求
先

　

総
務
部 

人
事
課 

任
用
係

　

〒
１
０
０
‐
８
９
２
４ 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
‐
10
‐
１

　

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
３
３
１
５
（
直
通
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
（
３
５
８
１
）
１
７
５
８

※H13.4.2以降に生まれた方でも、総合職試験は大学卒または卒業見込、それ以外の試験は大学・短大・高専卒または卒業見込
であれば受験可能です。

※日本の国籍をお持ちでない方、国会職員法第2条の規定により国会職員となることができない方、平成11年改正前の民法の規
定による準禁治産の宣告（心神耗弱を原因とするもの以外）を受けている方は受験できません。

※申し込むことができる試験の種類は、１つのみです。（総合職試験には一般職試験（大卒程度試験）と併願できる総合職特例
制度があります。）

試験の概要
（詳細は試験案内またはホームページをご確認ください。）

種類 受験資格※ 受付期間 第1次試験日 会場

総合職試験

S62.4.2～H13.4.1生 R3.3.22（月）
～4.7（水）

R3.5.9（日）
第1次試験は東
京及び京都。第
2次試験及び第3
次試験は東京。

一般職試験（大卒程度試験）

施設設備専門職員採用試験（大卒程度試験）

障害者（係員級）採用試験（大卒程度試験）S57.4.2～H13.4.1生障害者手帳等所持 R3.6.6（日） 東京

採用案内パンフレット2021表紙

国立国会図書館へのアクセス

採用案内
National
Diet Library
2021

東京本館（東京都千代田区永田町 1-10-1）

●東京メトロ 有楽町線「永田町」駅 2 番出口（徒歩約 5 分）
　　　　　　半蔵門線・南北線「永田町」駅 3 番出口
　　　　　　（徒歩約 8 分）
　　　　　　千代田線・丸ノ内線「国会議事堂前」駅 1 番出口
　　　　　　（徒歩約 12 分）

関西館（京都府相楽郡精華町精華台 8-1-3）

●JR 学研都市線「祝園」駅・近鉄京都線「新祝園」駅から
　奈良交通バス「国立国会図書館」停留所（所要時間：約 10 分）
●近鉄けいはんな線「学研奈良登美ヶ丘」駅から
　奈良交通バス「国立国会図書館」停留所（所要時間：約 15 分）

国際子ども図書館（東京都台東区上野公園 12-49）

●JR「上野」駅 公園口（徒歩約 10 分）
●東京メトロ 日比谷線・銀座線「上野」駅 7 番出口（徒歩約 15 分）

お問合せ先
国立国会図書館総務部人事課任用係
住所：〒100-8924　東京都千代田区永田町1-10-1
電話：03（3506）3315（直通）
　　　03（3581）2331（代表）　内線20420
E-mail：saiyo＠ndl.go.jp

編集 / 発行　国立国会図書館

令和 3 年 2 月発行

https://www.ndl.go.jp/jp/employ/index.html
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研
究
会
「
新
た
な
現
代
中
国
研
究
の
推
進
―
国
立
国

会
図
書
館
関
西
館
及
び
東
洋
文
庫
の
所
蔵
資
料
を
め

ぐ
っ
て
」
開
催
の
ご
案
内

　　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
と
共
催
で
、

研
究
会
「
新
た
な
現
代
中
国
研
究
の
推
進
―
国
立
国
会
図
書
館
関

西
館
及
び
東
洋
文
庫
の
所
蔵
資
料
を
め
ぐ
っ
て
」を
開
催
し
ま
す
。

本
研
究
会
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
が
所
蔵
す
る
上
海
新

華
書
店
旧
蔵
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
使
用
し
た
研
究
等
に
つ
い
て
、

発
表
等
を
行
い
ま
す
。
開
催
要
領
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

○
日
時　

令
和
３
年
４
月
17
日
（
土
）
10
時
30
分
～
16
時
30
分

○�

開
催
方
式　

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

○
内
容　

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
詳
細
は
、左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

国
立
国
会
図
書
館
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ

�「
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
・（
公
財
）
東
洋
文
庫
合
同
企
画

研
究
会
『
新
た
な
現
代
中
国
研
究
の
推
進
―
国
立
国
会
図
書

館
関
西
館
及
び
東
洋
文
庫
の
所
蔵
資
料
を
め
ぐ
っ
て
』」

　

https://rnavi.ndl.go.jp/asia/entry/toyo2021.php

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
右
記
の
ペ
ー
ジ
か
ら

フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
ま
で
に
参
加
に
必
要
な
リ
ン
ク
等

を
お
伝
え
し
ま
す
。

○
申
込
期
限　

令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

　

た
だ
し
、定
員（
約
30
人
）に
達
し
ま
し
た
ら
締
め
切
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

関
西
館 

ア
ジ
ア
情
報
課 

ア
ジ
ア
第
二
係

　

電
子
メ
ー
ル　

m
l-asia2@

ndl.go.jp

　

電
話　

０
７
７
４
（
９
４
）
９
１
１
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
３
９
０

国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会

「
ス
ポ
ー
ツ
と
子
ど
も
の
本
」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
と
し
た
子

ど
も
の
本
の
展
示
会
「
ス
ポ
ー
ツ
と
子
ど
も
の
本
」
を
、
３
月

９
日
（
火
）
か
ら
６
月
13
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
か
ら
だ
を
動
か
す
楽
し
み
を
表
現
し
た

絵
本
や
、
ス
ポ
ー
ツ
を
題
材
に
子
ど
も
た
ち
の
日
常
や
成
長
を

描
い
た
児
童
文
学
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
１
９
６
４

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、
当
時
出
版
さ
れ
た
子
ど
も
向
け

雑
誌
な
ど
を
通
し
て
振
り
返
る
ほ
か
、
近
年
注
目
度
が
高
ま
っ

て
い
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
児
童
書
も
展
示
し
ま

す
。

　

子
ど
も
の
視
点
か
ら
、
本
の
中
の
ス
ポ
ー
ツ
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

○
開
催
期
間　

３
月
９
日
（
火
）
～
６
月
13
日
（
日
）

　

※�

月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
・
休
日
（
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の

日
は
開
館
）、
毎
月
第
３
水
曜
日
（
資
料
整
理
休
館
日
）

は
休
館

　

※�

開
催
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報

に
つ
い
て
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
開
催
時
間　

９
時
30
分 
～ 
17
時

○
会
場	

国
際
子
ど
も
図
書
館 
レ
ン
ガ
棟
３
階 

本
の
ミ
ュ
ー

　

ジ
ア
ム

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

展示会「スポーツと子どもの本」ちらし

＃22　国際子ども図書館ホール
 photo by Kenzi

https://rnavi.ndl.go.jp/asia/entry/toyo2021.php
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新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
　
８
４
０
号

　

令
和
３
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶

小
特
集
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
経
済

　

新�

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
日
本
経
済
―
家
計
及
び
企

業
部
門
へ
の
影
響
と
政
策
対
応
―

　

新�

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

分
野
へ
の
影
響
と
支
援

　

イ�

ギ
リ
ス
憲
法
上
の
議
院
内
閣
制
に
お
け
る
信
任
―
憲
法
慣

習
上
の
信
任
案
件
を
中
心
に
―

　

日�

米
英
に
お
け
る
条
約
の
国
内
実
施
―
議
会
の
役
割
と
国
内

法
秩
序
の
在
り
方
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

令
和
２
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
こ
れ
ま
で
の
10
年
と
こ
れ
か
ら
の
10
年
」
を

開
催
し
ま
し
た

　

令
和
３
年
１
月
11
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
、
東
日
本
大
震
災

ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
国
立
国
会
図
書
館
と
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究

所
と
の
共
催
に
よ
り
、毎
年
１
月
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催
は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。

　

今
年
度
は
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
事
例
報
告
と
し
て
、
岩
手

県
大
槌
町
の
取
組
と
、
福
島
県
の
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災

害
伝
承
館
の
取
組
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
令
和
３
年
は
東

日
本
大
震
災
発
災
か
ら
10
年
の
節
目
の
年
と
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
こ
れ
ま
で
の
10
年
に
つ
い
て
、
県
立

図
書
館
、
メ
デ
ィ
ア
、
国
立
国
会
図
書
館
、
研
究
者
の
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
の
総
括
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

の
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
総
合
的
な
達
成
度
や
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
の
継
続
性

や
今
後
増
え
て
ゆ
く
東
日
本
大
震
災
を
知
ら
な
い
世
代
へ
の
記

憶
の
伝
承
に
ど
の
よ
う
に
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
を
利
活
用
し
て
い

く
か
と
い
っ
た
課
題
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

＊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
は
、
左
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

https://kn.ndl.go.jp/static/2020/11/12

お
も
な
人
事

<

退
職
（
出
向
）>

令
和
２
年
12
月
31
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
農
林
環
境
調
査
室
主
任

森
田　

倫
子

<

異
動>

※
（　

）
内
は
前
職

令
和
３
年
１
月
１
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
農
林
環
境
調
査
室
主
任

（
衆
議
院
常
任
委
員
会
専
門
員　

農
林
水
産
委
員
会
専
門
員
）

梶
原　

武

『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
令
和
３
年
刊
行
予
定

　

令
和
３
年
は
、
左
記
の
号
を
合
併
号
と
し
て
刊
行
す
る
予
定

で
す
。

　

・
７
２
１
／
７
２
２
号
（
令
和
３
年
５
／
６
月
）

　

・
７
２
３
／
７
２
４
号
（
令
和
３
年
７
／
８
月
）
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